
様式1

C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和５年３月20日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

部局等名  こども育成部 課かい名  保育課　小和田保育園
推進責任
者氏名

荻原　和子

1

重点取組項目 C. 廃棄物の削減
職員、子ども、保護者を巻き込みリサイクル運動を展開する。保育室にも紙ごみ
やプラごみのリサイクル箱を用意し子ども達が遊びの中で製作した後に出る紙ご
みやプラごみを子どもたちが自分で片付けることができていた。具体的内容

児童・職員・保護者一緒にベルマーク、紙容器、インクカートリッ
ジの回収に取り組みエコや分別に興味関心を持つことを推進す
る。落ち葉利用で腐葉土づくりを行う。

2

取組項目 A. エネルギー使用量の削減
今年度も新型コロナウイルス感染症への対策で換気を1年を通して行う。そのた
め、暖房冷房の温度管理は行っていたがエコ効率は下がってしまった。具体的内容

カーテンやグリーンカーテンを活用し室温を適正に管理
する

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3
計画

実績

2 園内各所

計画
不使用場所の照明の消灯を促す表示づくりと定期
的な実施状況の振り返り

実績
消灯を促す表示について、昨年度作成したが有効
であったことから、継続的に使用した。実施状況に
ついては定期的に振り返りを行った。

対象施設 計画／実施状況

1 各保育室

計画 空調フィルターの清掃を1回/月実施する。

実績 1回以上行うことができた

0.0

対前年度比（%） ― -2.6% 11.9% -100.0% #DIV/0! #DIV/0!

エネルギー使用量（kl） 8.0 7.8 8.8 0.0 0.0

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 311.0 303.0 339.2

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績 前年度比 11.9 達成状況 ■ 未達成

達成/未達
成の理由

コロナのため空気清浄機の使用、換気を行いながらの冷暖房の使用、エアコン機
器の老朽化も原因と考える。

3

取組項目 B. 資源の有効利用
集会はできなかったが、子ども達に３RやＳＤＧｓを知らせていく。子ども達も聞き
覚えがあるようで関心を持っていた。具体的内容

職員だけでなく児童にも資源の大切さや３RやSDGsを知
らせていく機会を作り、紙の使用を最低限に抑える。
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様式1

（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

■

□

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】
記入日　令和　５年　３月　17日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

今年度も新型コロナウイルスの感染防止策、異常気象の影響で思うように進めること
ができなかった。エコの意識は定着してきていると感じる。

職員や園児の間でＳＤＧｓやリサイクルの考え方は浸透しているように感じ
る。具体的な内容を提示してわかりやすく知らせ実行していきたい。
行動に対してエコを意識づけできる言葉がけをし、子ども達がより意識的に
行動できるようにしていきたい。

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

法令遵守確認研修 ■ 実施 ６月８日の目標研修時に職員全員に周知した。

新任・異動者研修 ■ 実施 ６月８日の目標研修時に併せて周知した。

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施
６月８日に実施（対象者２８名中１８名参加。欠席者には別途決定事項の周知を実施）。
C-EMSの概要と当年度の「重点取組項目」について確認するとともに、課かいにおける取組目標及び具体
的な取組を検討し設定した。



様式1

C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和５年３月20日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

部局等名  こども育成部 課かい名  保育課 　浜見平保育園
推進責任
者氏名

田澤　嘉寿恵

1

重点取組項目 C. 廃棄物の削減
・子どもたちに集会などで制作に使う紙やテープをを大切に使うことを伝えたり、その都
度適量、適切な使い方を知らせていった。
・給食の残量については、食育と併せて食への関心を深めて残量削減を進めた。具体的内容

・物を大切に使うことを園児・職員で取り組む。
・給食の残量を減らす。

2

取組項目 A. エネルギー使用量の削減 ・空調の適切な温度設定を行った。
・廊下などの共有スペースの消灯をこまめに行うなど、エネルギー使用量の削減を心掛
けた。
・廊下などの共有スペースのこまめ消灯など、まだまだ徹底しきれていないので職員全
体で取り組めるようにする。

具体的内容
・空調の適切な温度設定を行う。
・必要のないところはこまめに消灯する。

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

状況に応じた空調・照明利用を心がける。

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3
計画

実績

2
計画

実績

対象施設 計画／実施状況

1 浜見平保育園

計画

実績 廊下などの共有スペースの消灯をこまめに行った。

0.0

対前年度比（%） ― 0.9% 4.4% -100.0% #DIV/0! #DIV/0!

エネルギー使用量（kl） 29.5 29.7 31.0 0.0 0.0

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 1142.0 1152.0 1202.6

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績 前年度比 4.4% 達成状況 ■ 未達成

達成/未達
成の理由

猛暑の日が多かったため。

3

取組項目 E. その他
・夏季は定期的に水分補給を行う、野外活動時は帽子をかぶる。２つの取り組み
は職場全体で取り組めた。具体的内容

・夏季は定期的に水分補給を行う。
・野外活動時は帽子をかぶる
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様式1

（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

■

□

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】
記入日　令和　５　年　３　月　１５日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

・廃棄物の削減、廃材の再利用、については、意識を持って取り組めた。
・エネルギーの削減については、意識が全体には浸透していないように思えた。

・廃棄物の削減のため、より園児と共に保育園全体で物を大切にする意識
を高めていく。
・エネルギーの削減については、全体での取り組めるように意識を高めら
れるように工夫をしていく。

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

法令遵守確認研修 ■ 実施 6月16日に実施。全職員に周知した。

新任・異動者研修 ■ 実施 5月11日に併せて実施した。

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施
5月11日に実施(41名中19名(1名新採用職員）参加）。欠席者には書面にて周知を行う）。C-EMS
の概要と「重点取組項目」について確認し、今年度の取り組みについて周知を行う。



様式1

C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和５年３月20日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

部局等名  こども育成部 課かい名  保育課　鶴が台保育園
推進責任者

氏名
宮脇　陽子

1

重点取組項目 C. 廃棄物の削減
子どもたちにも紙ごみのリサイクルについて知らせ保育室に紙ごみ入れを設置
し、分別に取り組んだ。具体的内容

ゴミの分別
リサイクルの徹底

2

取組項目 B. 資源の有効利用
子どもの水遊びの中で節水の意味などの知らせ方が不十分であったことは反省
である。廃材を利用し子どものあそびの制作を行った他、子どもの為の手作りお
もちゃも廃材を利用し制作していった。具体的内容

節水に努める
廃材の有効活用

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3
計画

実績

2 鶴が台保育園

計画 適正な空調設定温度、湿度の調節

実績
扇風機や加湿器を利用しながら適正な空調設定温度
を心掛けた。

対象施設 計画／実施状況

1 鶴が台保育園

計画 空調設備の清掃の徹底（月１回）

夏、冬の利用が多い時期は月に２回行い清掃の
徹底に努めた。

0.0

対前年度比（%） ― 8.3% -9.8% -100.0% #DIV/0! #DIV/0!

エネルギー使用量（kl） 9.0 9.7 8.8 0.0 0.0

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 348.2 377.1 340.1

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績 前年度比 -9.8 達成状況 ■ 達成

達成/未達
成の理由

電気カーペットの使用がなかった為

3

取組項目 A. エネルギー使用量の削減
扇風機を使いながらエアコンの温度調節を心掛けた。
保育室の電気は退室時には消す事、また室内全てでなく必要な場所のみの点灯
でエネルギー削減に取り組んだ。具体的内容

エアコン、扇風機を適正に利用し温度設定に留意する。
必要のないところはこまめに消灯する。

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

2020

年度

2021

年度

2022

年度

2023

年度

2024

年度

2025

年度

エネルギー使用量（kl）



様式1

（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

■

□

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】
記入日　令和　５　年　　３月　　15日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

廃棄物の削減、廃材の再利用、エネルギー使用量の削減については、職員間で意識し
取り組めていた。
節水については職員の中では手洗い時に水を無駄に流さないこと等、意識づいている
が、保育活動の水あそびの中で、資源の大切さを、子どもたちにわかりやすく知らせて
いけなかった事は今後の課題である。

保育の中で子どもたちと資源の大切さや遊び方の約束を作り、今後も継続
的に取り組んでいきたい。

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

法令遵守確認研修 ■ 実施 ６月１４日に実施。全職員に周知した。

新任・異動者研修 ■ 実施 職員会議等と同時実施。

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施
６月８日に実施（対象者３０名中２４名参加。欠席者には別途決定事項の周知を実施）。C-EMSの概要と当年度の
「重点取組項目」について確認するとともに、課かいにおける取組目標及び具体的な取組を検討予定。



C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和5年3月20日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

部局等名  こども育成部 課かい名  保育課　浜須賀保育園
推進責任者

氏名
森　小百合

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

1

重点取組項目 C. 廃棄物の削減
こども達にペットボトルやビニールの再利用、リサイクルされる物への興味も持て
るように保育にとりいれた。
その様子を保護者にも伝えるた。具体的内容

ビニール袋のリユース・マイボトルの使用を職員・保護
者・子どもたちにすすめる。

2

取組項目 B. 資源の有効利用
職員間の予定表、お便りの必要数を精査し最小限にした。
今後の課題としてはペーパーレスにできる分野を再検討する。具体的内容 職員配布物のペーパーレス化を推進する。

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3

取組項目 E. その他
気温室温に注意して、暑さ指数を把握し、保育をすすめた。子ども達には水分補
給を音楽を流して知らせ、子ども達が自ら予防する気持ちを持つことができるよう
にした。具体的内容

暑さ指数（ＷＢＧＴ）を把握し、遊び方、遊ぶ場所を選び熱
中症を予防する。

実績 前年度比 3.8% 達成状況 ■ 未達成

達成/未達
成の理由

電気機器が老朽化している。破損していていた空気清浄機を2台購入しコロナ対策
で1日中（12時間）フル稼働していた。

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

14.6 15.1 0.0 0.0

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 571.0 565.0 586.5

0.0

対前年度比（%） ― -1.1% 3.8% -100.0% #DIV/0! #DIV/0!

エネルギー使用量（kl） 14.7

対象施設 計画／実施状況

1 浜須賀保育園

計画 登園人数に応じた空調・照明利用を心掛ける。

実績 空調、照明について人数に応じての対応ができた

2 浜須賀保育園

計画 空調フィルターの清掃を１回／月実施する。

実績 空調フィルターの清掃は月1回実施した。

3
計画

実績
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（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

■

□

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施 ６月２１日に今年度のＣ－ＥＭＳの重点取組項目について確認した。

法令遵守確認研修 ■ 実施 ６月２１日に併せて実施。全職員に周知した。

新任・異動者研修 ■ 実施 ６月２１日に併せて実施した。

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

記入日　令和5　年　3　月17　日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

各計画についての取り組みは実践できた。特に熱中症予防については、園児も水分補
給の大切さについて、関心を持ってとりくむことができた。空調、気温、室温にも気を配
りすすめることができた。

資源の有効活用については、職員間での取り組みに工夫ができる部分を
広げていく。



様式1

C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和５年３月２０日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

部局等名  こども育成部 課かい名  保育課　香川保育園
推進責任者

氏名
垣原知恵子

1

重点取組項目 C. 廃棄物の削減
裏紙の再利用、古紙・段ボール等の分別や製作での利用などを行った。
封筒、ファイルは繰り返し使用した。すべてにおいてリサイクルに徹することが出
来た。具体的内容

・古紙やビンカン等の分別排出・リサイクルを徹底する
・ファイルや封筒、その他の事務用品は繰り返し使用する
・物品の購入は計画的に購入し、在庫管理を適切に行う

2

取組項目 B. 資源の有効利用
両面印刷・裏面印刷は出来たが、集約印刷が思うようにできなかったので、来年
度は工夫したい。具体的内容 ・印刷は両面印刷・集約印刷・裏面使用を徹底する

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

自然光の活用、エアコンの適正温度の使用のため。

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3
計画

実績

2 香川保育園

計画 空調設定温度・湿度の適正化

実績
温度設定は高すぎず、低すぎず適温設定が
出来た。

対象施設 計画／実施状況

1 香川保育園

計画 自然光の活用

実績 自然光の取り込みは十分に行うことが出来た。

0.0

対前年度比（%） ― 63.3% -8.9% -100.0% #DIV/0! #DIV/0!

エネルギー使用量（kl） 5.8 9.5 8.7 0.0 0.0

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 226.0 369.0 336.0

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績 前年度比 -8.9% 達成状況 ■ 達成

達成/未達
成の理由

3

取組項目 A. エネルギー使用量の削減
必要のない所の消灯がうまく出来ていなかったと反省する。窓の開閉等での室温
管理はよくできた。具体的内容

・必要のない所はこまめに消灯する
・窓の開閉、カーテンやブラインドの活用により、室温を適
正に管理する

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

2020

年度

2021

年度

2022

年度

2023

年度

2024

年度

2025

年度

エネルギー使用量（kl）



様式1

（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

□

□

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】
記入日　令和　５　年　３　月　１７日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

目標に関しては、ほぼ達成することができた。
保育園は常にリサイクルや節電等が出来ていると認識している。

来年度も引き続き、保育士だけではなく子ども達にもリサイクル等について
知らせながら廃棄物の削減・資源の有効利用・エネルギー使用量の削減を
行っていく。

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

法令遵守確認研修 ■ 実施 6月4週目に職員会議において、遵守すべき法令を確認した。

新任・異動者研修 ■ 実施 6月4週目に職員会議において、併せて実施した。

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施
6月4週目の職員会議において実施。C-EMSの概要と当年度の「重点確認項目」について確認し、課
かいにおける取組目標及び具体的な取組を検討し設定した。



様式1

C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和５年３月２０日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

部局等名  こども育成部 課かい名  保育課　室田保育園
推進責任者

氏名 金子　縁

1

重点取組項目 C. 廃棄物の削減 在庫管理が適切に行われていたので、物品の購入は計画的に無
駄なく行われた。保育園内の事務用品は、繰り返し使用し、本庁で
不要になった事務用品や裏紙も率先して譲ってもらい活用した。

具体的内容
・物品等は、計画的に購入し、適切な在庫管理を行う。
・ファイルや封筒、その他の事務用品は繰り返し使用する。
・古紙や缶 ・びん等の分別排出・リサイクルを徹底する。

2

取組項目 B. 資源の有効利用 ・印刷は、両面・集約印刷、裏紙を利用して行った。
・子どもたちに集会でＳＤＧｓを含め、手作りの蛇口などを使って正しい水
の使い方、水を大切に使うことなどを伝えた。
また、必要に応じて子どもたちに節水をうながした。子どもたちには、引き
続きＳＤＧｓについて伝えていく必要がある。

具体的内容
・節水に努める。
・印刷は、両面印刷、集約印刷、裏面の利用を行う。

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3
計画

実績

2 室田保育園
計画 状況に応じた空調・照明利用を心がけ、自然光を活用する。

実績 自然光、自然の風を十二分に活用した。

対象施設 計画／実施状況

1 室田保育園
計画 エアコンのフィルター等を月1回清掃する。

実績 エアコンのフィルター等を月1回清掃した。

0.0

対前年度比（%） ― -6.8% 3.2% -100.0% #DIV/0! #DIV/0!

エネルギー使用量（kl） 8.4 7.8 8.0 0.0 0.0

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 324.0 302.0 311.7

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績 前年度比 3.2% 達成状況 ■ 未達成

達成/未達成
の理由

猛暑日が多く、エアコンの使用量が上がったため。

3

取組項目 A. エネルギー使用量の削減 ・必要のないところの電気は、こまめに消灯した。時に消し忘れもあったの
で、その都度声をかけていった。
・事務室に職員一人しかいない場合は1年通してエアコンの使用を控え
た。自然光や自然の風を利用することは、習慣ついている。具体的内容

・必要のないところはこまめに消灯する。
・窓の開閉、カーテンやブラインドの活用により、室温を適正に管理
する。
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様式1

（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

■

□

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】
記入日　令和５年３月１３日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

廃棄物の削減、資源の有効利用、エネルギー使用量の削減、全ての目標について、ほぼ達成できたと
思う。節水に関しては、昨年度課題であった子どもたちの夏の水遊びで、ポリタンクのようなものに水を
入れておき、その水を使うようした。水の追加はしないことを子どもたちに伝え、大事に使うようにした。

節水に関しては、これからも機会あるごとに子どもたちに
伝えていく必要がある。
本庁で不要となったものについて、今後も活用していく。

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

法令遵守確認研修 ■ 実施 ・6月23日の園内研修で全職員に向けて周知した。

新任・異動者研修 ■ 実施 ・6月23日の園内研修を併せて実施した。

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施
・6月23日の園内研修で全職員に向けてC-EMSの概要と当年度の「重点取組項
目」及び具体的な取り組みについて周知した。


